	平成２８年度第３回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２８年９月１２日（月）１０：００～１２：１５
大阪赤十字会館　４階　４０１会議室

	（大阪市　中村氏）
発言内容
番川水系河川整備計画の９ページの「洪水、高潮等の災害に関する目標」というところに、地震・津波対策が書いてあって、目標を達成していますと締めくくられる。６ページのところに、ここには洪水、高潮と書いてあるが、９ページには高潮に対するコメントは何も書いてない。６ページの「治水の現状」を見ますと、ここには高潮については伊勢湾台風が室戸台風のコースを通っても大丈夫ですよと、こう書かれている。津波についてもここに書かれているということで、ここの例からいけば、この地震・津波対策は９ページのところはいらないのじゃないだろうか。

別途、基本方針の８ページに、河口での計画高水位だけが書かれています。これに途中で防潮堤が整備されているよと書かれているので、これプラス風波による何ぼかを見て、１メートルとか１メートル何ぼかという中の余裕高の護岸があるということだろうと思うのですが、その高さでもってその高潮が大丈夫ですよとか、あるいはこの津波のときに、通常満潮時の２．２メートルに大阪は３メートル前後の津波が来ますから、そこは少し浅くなって高くなっているかもわかりませんけども、それを５０センチいっても２．５メートルのものが来ているとしたら、４．７メートルになるわけですから、これでちゃんとその護岸で守られていますよということを、府民皆がわかるような何かうまい表現方法を考えていただけたらというふうに思います。


